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松
く
い
虫
被
害
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

…………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………

　
市
内
で
、
松
く
い
虫
被
害
に
よ
る

松
枯
れ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

�
市
で
は
、
対
策
と
し
て
、
被
害
木

を
伐
倒
し
て
薫
蒸
処
理
（
ビ
ニ
ー
ル

な
ど
で
覆
い
、
薬
剤
に
よ
り
虫
を
殺
す
）

を
し
た
り
、
チ
ッ
プ
化
（
細
か
く
砕

く
こ
と
で
線
虫
を
媒
介
す
る
カ
ミ
キ

リ
虫
の
幼
虫
を
殺
す
）
な
ど
の
処
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
周
辺
地

域
の
消
毒
や
元
気
な
木
へ
の
薬
剤
注

入
（
予
防
接
種
の
よ
う
な
も
の
）
な

ど
の
対
策
も
あ
り
ま
す
が
、
被
害
木

を
処
理
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

▼
松
く
い
虫
被
害
と
は

�
特
定
の
カ
ミ
キ
リ
虫
が
松
を
枯
ら
す

線
虫
を
運
び
、
こ
の
線
虫
が
松
ヤ
ニ
を

止
め
て
し
ま
う
た
め
、
松
が
枯
れ
る
も

の
で
す
。

▼
市
の
被
害
状
況

�
市
内
で
被
害
の
多
く
発
生
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
明
科
地
域
の
川
西
地
区
周
辺

で
す
が
、
豊
科
、
三
郷
地
域
で
も
毎
年

数
本
の
被
害
が
発
生
し
、
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
に
な
っ
て

穂
高
地
域
で
も
被
害
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
宅
の
松
が
急
に
枯
れ
た
り
、
近

く
の
山
の
松
が
枯
れ
て
い
る
場
合
は

各
総
合
支
所
産
業
観
光
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
松
く
い
虫
被
害
を
防
ぐ
た

め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
産
業
観
光
部
農
林
水

　
産
課
（
TEL
77
・
３
１
１
１
）
お
よ
び

　
各
総
合
支
所
産
業
観
光
課

　
人
権
に
か
か
わ
る
問
題
、
子
ど
も

に
関
す
る
問
題
、
隣
近
所
の
も
め
ご

と
や
悩
み
ご
と
、
ま
た
毎
日
の
暮
ら

し
の
中
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

な
ど
で
お
困
り
の
人
は
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

■
日
時
　
７
月
６
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
　
堀
金
総
合
支
所

■
相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員

■
問
い
合
わ
せ
　
長
野
地
方
法
務
局

　
松
本
支
局
（
TEL
32
・
２
５
７
１
）

穂
高
地
域
・
開
発
事
業
の
承
認

相

談

　
こ
の
た
び
行
政
相
談
委
員
の
宮
澤
正

士
さ
ん
が
、
国
民
の
行
政
に
対
す
る
苦

情
な
ど
の
解
決
に
尽
力
さ
れ
た
と
し
て
、

平
成

18

年
度
の
「
長
野
行
政
評
価
事

務
所
長
感
謝
状
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
総
務
部
総
務
課
庶
務
係

　
　
　
　
　
　
　
（
TEL
71
・
２
０
０
０
）

　
市
内
各
地
域
で
毎
月
１
回
行
政
相

談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

�
皆
さ
ん
が
日
常
生
活
の
中
で
感
じ

て
い
る
行
政
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情

や
要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
に
は
、
総
務

大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相
談

委
員
が
応
じ
ま
す
。
相
談
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

�
市
内
各
地
域
の
行
政
相
談
委
員
は
、

次
の
皆
さ
ん
で
す
。

■
行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）

豊
科
　
宮
澤
正
士
（
TEL
72
・
０
７
０
０
）

穂
高
　
神
谷
　
明
（
TEL
82
・
３
０
６
３
）

三
郷
　
松
岡
光
正
（
TEL
77
・
４
０
１
４
）

堀
金
　
白
澤
清
則
（
TEL
72
・
８
７
７
１
）

明
科
　
宮
川
辰
巳
（
TEL
62
・
4
5
3
5
）

行
政
相
談
の
開
催

人
権
相
談
所
の
開
設

●
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
●

お

知

ら

せ

平
成
18
年
４
月
の
開
発
審
査
分

（
承
認
日
　
平
成
18
年
５
月
15
日
）

■
穂
高
ホ
ン
ダ
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
２
５
６
５
‐
２
他
１
筆

・
開
発
面
積
　
６
１
０
．
０
０
�

・
目
的
　
駐
車
場
（
駐
車
台
数
２５
台
）
 

 

  

　
の
立
地

■
関
　
聡
　
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
８
２
５
５
‐
１

・
開
発
面
積
　
９
７
９
．
０
０
�

・
目
的
　
医
院
（
泌
尿
器
科
）
併
用
住

　
宅
の
立
地

※
開
発
面
積
は
土
地
面
積
で
す
。
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information
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第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

7月20日（木）

8月  3日（木）

8月31日（木）

10月5日（木）

11月2日（木）

日　　程 教  室  内  容

脳についての話、脳の体操ゲーム

脳を使ってレクリエーション

園芸療法：草木を植える

 ‐体験談‐
 生き生き生活、ボランティア活動を通して

‐体験談‐
認知症を介護された人から学ぶ

※開催時間は、いずれも午後1時30分～3時30分です。

シ
ソ
ジ
ュ
ー
ス
作
り
講
習
会
の

参
加
者
募
集

………………………………………………………………………………………………………………

　
豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー
利
用
運

営
委
員
会
で
は
、
「
シ
ソ
ジ
ュ
ー
ス
作

り
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
暑
い
夏
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
に

赤
ジ
ソ
を
使
っ
て
、
の
ど
ご
し
の
爽
や

か
な
シ
ソ
ジ
ュ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。
ど

な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
７
月
21
日
（
金
）

�
　
　
　
午
前
９
時
〜

■
場
所
　
豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー

�（
成
相
高
架
橋
下
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
東
）

■
定
員
　
10
人
（
先
着
順
）

■
講
師
　
豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー

　
利
用
運
営
委
員

■
参
加
費
　
１
本
（
１
リッ
トル
ビ
ン
）

　
4
0
0
円
程
度
（
材
料
費
・
ビ
ン
代
）

■
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

■
申
込
方
法
　
豊
科
総
合
支
所
地
域

　
支
援
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
で
受

　
け
付
け
ま
す
。
電
話
か
来
庁
し
て

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

　
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
開
始
日
　
７
月
３
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
総
合
支
所
地

　
域
支
援
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

　
　
　
　
　
　
　（
TEL
72
・
３
１
１
１
）

　こ
れ
か
ら
迎
え
る
長
い
高
齢
者
時
代
を

生
き
生
き
と
張
り
を
持
っ
て
過
ご
し
て

も
ら
う
た
め
に
、
市
内
に
住
む
概
ね

60
歳
代
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
認
知

症
予
防
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ご
夫
婦

で
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
場
所
　
三
郷
公
民
館

■
定
員
　
30
人

■
申
込
期
間
　
7
月
1
日（
土
）〜
10
日
（
月
）

■
申
込
方
法
　
電
話
か
直
接
来
庁
し

　
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
三
郷
総
合
支
所
健

　
康
福
祉
課
高
齢
者
介
護
係
（
TEL
77
・

　
３
１
１
１
）

認
知
症
予
防
教
室

参
加
者
の
募
集

募

集

男女共同参画社会形成推進委員会

■小論文テーマ　「これからの男女共同参画について」

　　　　　　　　 (８００字以内)

■選考方法　　申込書および小論文による書類選考

　　選考を公平かつ円滑に行うため、選考委員会を

　設けて行います　  結果は、合否にかかわらず、 

　７月中に応募者全員に通知します。

■募集期限　７月18日 (火 )(当日消印有効)

■応募先・問い合わせ

�〒399‐8201 安曇野市豊科4932-46

�総務部人権尊重課人権尊重係( TEL 71・2000)

　市では、男女共同参画社会の形成実現を目指して、

安曇野市男女共同参画計画を策定し推進していく委

員を公募します。

 この委員会は、市長が委嘱する20人以内の委員で組

織し、公募による委員と学識経験者による委員で構成

します。

■募集人数　５人

■応募資格　市内に住所を有する人または勤務する人

　で、20歳以上の人。ただし次に掲げる人は除きます。

　　国および地方公共団体の議会の議員

　　常勤の国家公務員および地方公務員

　　既に本市の付属機関等の公募による委員である人

■任期　委嘱の日から２年

■報酬　会議出席ごと別に定める額

■応募方法　各総合支所地域支援課窓口に備え付け

　の「委員応募申込書」に必要事項を記入し、小論

　文を添えて各地域支援課に持参するか郵送で応募

　してください。なお、関係書類は返却しません。

Check 公募委員を募集します


